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2011 年 6 月 1 日 

株式会社日立製作所 

 

「事業継続リスク簡易診断」の無償提供開始 

サプライチェーンや電源設備をはじめとした事業継続上の課題を診断 
 

 株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は事業継続上の課題を洗い出す「事業

継続リスク簡易診断」を「日立BCM(*1)ソリューション」に追加し、6月 1日から提供を開始します。「事業継

続リスク簡易診断」は、日立グループがこれまで培った BCM コンサルティングの技法を簡易化したツー

ルを用いて、サプライチェーンや電源設備などの観点も含めて診断するもので、無償で行います。 

 あわせて、BCM ソリューション提供体制を強化し、BCM に関する問合せに迅速に対応するために

「BCP(*2)・BCM ソリューション推進センタ」を 6月 1日付で設立します。日立は、今後も、お客さまのニー

ズに合った BCM ソリューションの提供を進めていきます。 

*1  BCM：Business Continuity Management 事業継続マネジメント 

*2  BCP：Business Continuity Plan 事業継続計画 

 

 東日本大震災は過去に例を見ない広域災害となったため、企業・団体とその組織の防災計画や BCP

を見直す気運が高まっています。今回の震災では特に、サプライチェーンの面で多くの課題が表面化し

ています。BCPを策定する上でサプライチェーンの視点は必要ですが、経営効率化の視点でのSCM(*3)

は事業継続の視点からは問題を含んでしまう可能性があります。「事業継続リスク簡易診断」では日立お

よび日立グループが SCM分野で培ったノウハウをもとに、お客さまの事業継続の考え方を診断します。 

 また、今回の震災に伴い、計画停電が現実に実行されるなど、電力供給力の長期的な不足も懸念され

ています。これに対して自家用発電機の新設・増設、節電対策の徹底などが需要家サイドで進められて

います。「事業継続リスク簡易診断」では、日立がこれまでデータセンタ事業などで培ってきた電力確保

のノウハウをもとに、電源設備の課題を洗い出します。 

*3  SCM：Supply Chain Management サプライチェーンマネジメント 

 

１．「事業継続リスク簡易診断」の概要 

 日立はこれまで、BCM コンサルティングの一環としてお客さまの事業継続への取り組みを整理し、今

後の方針を提案するサービスとして「BC アセスメントサービス」を 2008 年から提供しています。この従

来から提供している有償サービスに加えて、このたびの震災の状況を踏まえて「サプライチェーン」「電

力」に重点を置き、かつ全体の評価項目を簡素化したサービスとして「事業継続リスク簡易診断」を無償

で提供します。 

（1）サプライチェーンの観点での診断・提言 

 在庫の縮減や調達先の厳選などを過剰に進めると、災害などによってサプライチェーンが乱れた場

合に復旧に想像以上に時間を要してしまいます。一方で、多くの在庫を持つことも経営に影響を与え

ます。簡易診断では、SCM視点と BCP視点の双方を含んだ計画がなされているかどうかを診断しま

す。 
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（2）電力確保の観点での診断・提言 

 計画停電の実施や、さらなる節電が求められるなど、電力確保は需要家側でも対応する必要があり

ます。しかし、在庫と同様に非常用電源も過剰に備えていたのでは運用コストがかさむため利益の圧

迫要因となります。簡易診断では、電源設備の計画が考慮されているかどうかを診断します。 

 

「事業継続リスク簡易診断」の申し込み方法など詳細については、「日立 BCM ソリューション」

(http://www.hitachi.co.jp/BCM/)のWebサイトをご参照ください。 

 

２．「BCP・BCM ソリューション推進センタ」の設立 

 2011 年 6 月 1 日付で、専任組織として情報・通信システム社内に BCM 専門のメンバで構成した

「BCP・BCMソリューション推進センタ」を 10人体制で設立します。事業継続に関わる課題はコンサルテ

ィングから IT、設備対策など幅が広く、取り組みの初期段階での課題整理と対応ソリューションの提示が

重要になります。「BCP・BCMソリューション推進センタ」では、お客さまの持つ事業継続に関する多様な

問題意識をヒアリングし、課題解決のための提案をします。 

 

 

■「日立BCM ソリューション」について 

 BCP の策定支援からディザスタリカバリシステム／アウトソーシングサービスの提供、電源等の設備対

策やテレワークを中心としたパンデミック対策などを提供しています。 

 http://www.hitachi.co.jp/BCM/ 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 経営戦略室 事業戦略本部 

BCP・BCM ソリューション推進センタ[担当：岡、中田] 

〒140-8572 東京都品川区南大井六丁目 27番 18号 日立大森第二別館 

電話：03-5471-2662(ダイヤルイン) 

 

以上 
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■「事業継続リスク簡易診断」について 

（１）診断手順 

①所定のWeb フォームから「事業継続リスク簡易診断」をお申込みいただきます。 

②お申込みいただいたメールアドレス宛に診断チェックシートをお送りします。 

③お客さまにてチェックシートにご記入の上返信いただきます。 

④返信頂いたチェックシートを基に診断結果を回答します。 

 

（２）お申込み方法 

①日立 BCM ソリューション(http://www.hitachi.co.jp/BCM/)のサイトにアクセス下さい。 

②サイト内の「BCM ソリューションに関するお問い合わせ」フォームにお進み下さい。 

③お問い合わせ内容として「簡易診断希望」とご記入の上、必要事項を入力、送信下さい。 

 

（３）診断結果の概要 

 お客さまのご回答の内容を分析し、事業継続に関するお取り組みの状況を事業継続の基本的観点、

および、今回、東日本大震災にて注目されている応用観点から分析します。 

 

（ａ）分析の観点 

① 体制・経営戦略 ② 業務継続（事業影響度、組織の脆弱性など） 

③ 経営リソースと対策・ ④ 平時の備え・運用 

⑤ ライフライン・停電 ⑥ サプライチェーン 

 

（ｂ）分析チャートの例 

 

図．お客さまの事業継続のお取り組みの現状 

 

別紙 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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